
 

水槽のメダカを見ていると 

子ども「めだま、めだま」 

それを聞いた友だちみんなで 

「めだまめだま」と合唱になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

お店屋さんごっこの様子 

３，４，５歳のマークが同じ子どもたちが１グループになり、一緒にお店を回ります。レストラン
での一場面です。あれこれ悩みながらメニューを選んでいるグループがいました。とんぼ組の子が、年

下の子に何が食べたいか聞き、注文しました。こおろぎ組とでんでんむし組の子は、そわそわしながら

椅子に座っていると、とんぼ組の子が「お待たせー」と食事を運んで戻ってきました。運ばれてきた食

事を前に、３人で「いただきます」と手を合わせます。「おいしいね」と顔を見合わせて笑い合ったり、

一つのものを分け合って食べたりしていました。食べ終えると協力して片付けをし、次はどこに行こう

かと手をつないでお店を回る姿は、まるで兄弟姉妹のようでした。普段から一緒に散歩に行ったりリズ

ムをしたり、竹馬を教えてもらったりしているので、同じマーク同士というのは特別な存在なのでしょ

う。 

つぶやき 

てんとうむし

組

園だより ３がつ 

みなみ 

先日、近隣の私立園と５歳児クラス交流会がありました。ドッチボール大会をして大変盛り上がりまし

た。「１回は勝ったけど、１回は負けちゃった」と自分たちは強いと思っていたけど、自分たちよりもも

っと強い子もいるということを知る機会にもなったようです。最後に、行く小学校ごとに集まりました。

「小学校の校庭でまた一緒に遊ぼうね」と約束したり、抱き合って再会を楽しみにしていました。不安を

抱えつつ、小学校へ行く楽しみな理由が一つ増えたようです。 

２月になり５歳児クラスから４歳児クラスへの当番活動の引継ぎが始まりました。一人だけでやっていた

ときはとても小さな声でしたが、４歳児クラスへ引き継ぐために自分が見本となっているということを自

覚しており、びっくりするくらいはきはきと大きな声をだして当番の仕事をしていました。場所を移動す

る際、４歳児の手をさりげなくつないであげ、相手の緊張をほぐそうとする姿にたのもしさを感じました。 

今月５歳児クラスの子どもたちは卒園の日を迎えます。おばけやしきごっこやお店屋さんごっこなどいつ

も楽しいことを考えてくれ、小さいクラスの子どもたちを楽しませてくれました。いつもありがとう、そ

しておめでとうの気持ちで保育園のみんなでお祝いの気持ちを届けたいと思います。 

卒園式    

お別れ遠足（３．４．５歳児） 

０歳児健診 

移動日 

お別れ散歩（５歳児） 

お別れ会（日程は後日お知らせ） 

＊身体計測 避難訓練  全クラス 

令和 7 年 3 月 1 日 

目黒区立南保育園園長 



 

０歳児・ありんこ組 

保育士と顔を合わせふれあい遊びすると、笑

顔になり繰り返し楽しむ姿があります。ふれ

あい遊びをたくさんしたり気持ちを受け止め

たりしてきたことで、人とのやりとりの楽し

さが感じられるようになり、周りへの興味関

心が広がってきています。 

１歳児・てんとうむし組 

保育士と一緒に遊び、真似をしながら指先を使

って入れたり並べたり一人遊びを十分に楽しん

できたことで、そばにいる友達に関心を持つよ

うになり同じような遊びをしています。保育士

が仲介するとこの遊び楽しいねと気持ちが通い

合ってきました。 

 

 

 

２歳児・みつばち組 

４歳児・こおろぎ組 

先日のお店屋さんの係決めを子どもたちで

話し合いました。「迷路やりたい人手あげて」

「５人決まりね」「待って、他の子もやりたいっ

て」「じゃあ朝パン食べた人」「なんで一人で全

部決めるの」となかなか決まりません。まだ保

育士も話し合いに加わり仲介が必要ですが、自

分の考えを出し友達の 

考えも聞きながら、 

子どもたちで話し 

合おうとする姿が 

見られるようになって 

きています。 

５歳児・とんぼ組 

言葉による伝えあいを大切にしてきました。

春の頃は自分の思いが先行してしまうことが

ありましたが、日常的に遊びの提案をしたり

困ったことを伝えあったりクラスみんなで考

える機会を積み重ねてきました。相手の思い

に気づきながらお互いの良さを認め合い、1

つの活動をみんなで 

相談しながら作り上 

げられる仲間になっ 

ています。 

 

 

「一緒にあそぼ」「〇〇してあそぼ」など、友

達を誘って遊んでいます。思いが違った時な

ど、保育士がお互いの気持ちを伝え仲介する

ことで、言葉でのやりとりをしながら、２，３

人の友達とイメージを合わせて遊べるように

なってきました。 

３歳児・でんでんむし組 

「ねぇみて、これぼくがみつけたんだよ」「い

いじゃん」「すごいね」と子どもたち同士でや

り取りしています。楽しいこと嬉しいことを友

達と共感したいという気持ちが膨らんできて

います。自分の思いと友達の思いが違うと言い

合う姿もまだありますが、“友達と一緒”が楽

しくなってきています。 

 

みんな大きくなりました 


